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令和4（2022）年3月

昨年4月、東京を次なるステージに導くための未来への投資、その象徴の一つとなる
「東京ベイeSGプロジェクト」を公表しました。
先見性と確固たる信念のもとにビジョンを描き、未来を見据えた都市づくりによって
東京の礎を築いてきた偉大な先人である渋沢栄一や後藤新平の精神を受け継ぎ、
50年・100年先の未来の都市像を描いています。

今、世界は、激動の最中にあります。脱炭素やデジタル化の潮流は、大きなうねりとなっています。
持続可能な回復「サステナブル・リカバリー」を遂げるための取組を
力強く推し進め、世界から選ばれる都市へと進化することが、東京の果たすべき使命です。

この「東京ベイeSGまちづくり戦略2022」は、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の
感動の舞台ともなったベイエリアの全域を対象に、eSGプロジェクトで描いた未来の都市像から
バックキャストした2040年代のベイエリアを実現するための実行戦略です。
多様な魅力をもつ各拠点の特性を生かして、サステナブルな次世代都市を世界に先駆けて創り上げる、
その具現化に向け、「質の高い緑と魅力ある水辺空間の形成」、「防災減災対策の推進」、
「デジタルと先端技術の実装」、「にぎわい・交流・イノベーションを生むまちの実現」、
「まちの魅力と活動の基盤となる移動手段の充実」の5つの戦略を示しました。

戦略をもとに様々な主体との連携を深めながら、基盤整備を進めると同時に、
民間の創意工夫を生かした都市開発を誘導するなど、具体的な取組でベイエリアの将来像を実現します。
ここに示した取組をスピード感と実行力をもって社会実装につなげ、
その過程で生じた課題にアジャイルに対応することで内容をさらに高めていきます。

都民の皆様と共に、世界のモデルとなる未来の都市づくりを強力に推進し、
東京の国際競争力を押し上げ、
ひいては日本の持続可能な発展につながる未来への行動を加速させてまいります。

ベイエリアで東京の次なる
ステージの都市づくりをリードしていく

東京都知事
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2040年代の
ベイエリアの将来像
Future image of the Bay Area in the 2040s

海と緑の環境に調和した
サステナブルな次世代都市として
ベイエリアを次なるステージへ
Bay Area to the Next Stage Coexisted
with Nature As a Sustainable Next-Generation city

バックキャストで描く
ベイエリアの戦略
Bay  Area strategy Drawn in Backcast

P.006

P.014

P.026
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東京ベイeSG
まちづくり戦略の進め方
Toward realization of Tokyo Bay eSG
Urban Development Strategy

P.078

P.092

P.062個別の拠点の将来像
Individual vision for each area

東京ベイeSGまちづくり戦略の位置付けについて
有識者の意見及び提案の概要
パブリックコメント等
SDGsの目線で政策を展開する
東京2020大会の成果を都市の発展につなげる　
ゼロエミッション東京を目指し、地球環境と調和を図り、持続的に発展させていく

［ 附属資料 ］
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～じぶんもみんなも地球も笑顔に～
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海と緑の環境に調和した
サステナブルな次世代都市として
ベイエリアを次なるステージへ
Bay Area to the Next Stage Coexisted
with Nature As a Sustainable Next-Generation city
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都は、2021年4月に「臨海副都心」と「中央防波堤エリア」を舞台として
50年・100年先の未来の都市像を描いた
「東京ベイeSGプロジェクト」（Version1.0）を公表した。
今般策定した「東京ベイｅＳＧまちづくり戦略2022」は、
「ベイエリア全域」を対象エリアとしており、
eSGプロジェクトの具現化を下支えし、未来の都市像から
バックキャストした2040年代のベイエリアを実現するための実行戦略である。
東京2020大会が成功に終わり、
新たなステージへと移る東京の都市づくりについて、
ポストコロナを見据え、グリーンとデジタルを基軸として、
「都市づくりのグランドデザイン」を踏まえ、
サステナブル・リカバリーの考え方に立脚した
次世代の都市づくりを進めていくための行政の取組や
民間誘導の方策を示している。

※eSGとは、本来の「eSG」（環境（Environment）、社会（Social）、
ガバナンス（Governance）の概念に加え、eには、生態学などのエコロジー、経済のエコノミー、
画期的・革新的のエポックメイキングの意味を込め、さらにはSとGには、
東京の礎を築いてきた偉大な先人である渋沢栄一や後藤新平のイニシャルの意味を加えて、
その精神を受け継ぐ想いも込められている。

東京ベイeSG
まちづくり戦略
2022について
About
Tokyo Bay eSG 
Urban Development
Strategy 2022

～未来から選ばれる都市を創る～
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戦略・取組の記載の特徴

有識者の意見、提案など、50年・100年先を見据た2040年代のベイエリアのあるべき姿、
今後の20年～30年間で取り組むべき都市づくりの方向性を反映している主要な取組を記載。

こどもの目線に立ったまちづくりの観点から、ベイエリア内の小中高生を対象に実施したWEBアンケート結果より、
関心の高かったベイエリアへの希望や大切にしたいことについて、メダルの数で表現し、その実現に向けた取組が分かるように記載。

まちづくりの実行戦略として、各取組について実現を目指す時期を示す
区分A～Cを明記（区分の詳細2章に記載）。

東京2020大会の様々の成果を都市のレガシーへと発展させ、
未来につなげていく取組を明示。

主要施策

A B C

T

［特徴5］

［特徴4］

［特徴3］

［特徴2］

［特徴1］

ZEV

ゼロエミッション東京戦略で掲げる6分野・14政策に関連するCO2の排出削減、
気候変動被害の回避・軽減を図る取組を明示。

海と緑の環境に調和したサステナブルな次世代都市としてベイエリアを次なるステージへ 009



主な社会背景

ベイエリアが果たすべき
役割・使命について

東京2020大会の成功
多くの困難を乗り越えて成功裏に終えた東京2020
大会は、東京の都市としての成熟度を大きく高める
ものとなった。
都は、大会を通じて生み出した様々な成果を都市の
レガシーへと発展させていく新たなステージに立って
いる。

気候危機
IPCCは、2100年における世界の平均海面水位
は地上平均気温が約2°C上昇の場合、最大で
0.59m上昇すると予測している。気候変動の影響
により頻発化・激甚化する風水害などから命を守る
万全の危機管理は、都の最も基本的な責務であり、
誰もが活躍するための大前提である。

新型コロナ危機
新型コロナ危機は、テレワークやデジタル化の進展な
ど経済・社会への影響とともに、人々の生活等への意
識にも変化をもたらした。都市の持つ集積のメリットは
生かしつつも、個々の生活レベルでの三密を回避し、
新しい日常にも対応するサステナブル・リカバリーの
考え方に立脚した都市づくりを推進する必要がある。

NIAID-RML
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ベイエリアで東京の次なるステージの都市づくりをリードしていく

ベイエリアは、気候危機に対応し、

海と緑の環境に調和したサステナ

ブルな次世代都市として、世界か

ら人と投資を呼び込み、成長と成

熟が両立した持続可能な都市・東

京を先導するエリアとして発展して

いく。

国家の競争力を決定づける

のは、世界から選ばれる都市

の存在であり、それこそが首

都・東京の役割

東京の役割

命を守る万全の危機管理を

大前提として、多様な集積を

源泉に、常にイノベーションを

生み出す都市として成長を続

け、国の発展を牽引すること

が東京の果たすべき使命

東京の使命

海と緑の環境に調和したサステナブルな次世代都市としてベイエリアを次なるステージへ 011



羽田空港アクセス線
田町（東山手）ルート
2029年度運行開始予定

東京国際クルーズターミナル
2020年開業

リニア中央新幹線
2027年度開業（予定）

羽田
空港

東雲

中央
防波堤

浜松町

新木場

勝どき

日比谷

大崎

平和島

昭和島

城南島

新砂

品川

大井

築地

台場

青海

芝浦

田町

月島

豊洲 辰巳

葛西
臨海公園

東京
ディズニー
リゾート

若洲

夢の島

晴海

有明

東京ベイeSGまちづくり戦略
対象エリア

骨格的な交通軸

［eSGプロジェクト対象エリア］

中央防波堤エリア

臨海副都心エリア
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対象エリアと将来像・
取組の考え方

2040年代
（20年・30年先）

50年・100年先

都
市
の
成
熟
度

バックキャスティングで
将来像を描く

バックキャスティングで
必要な取組を抽出

eSGプロジェクト
で示された
サステナブルな
未来の都市の
イメージ

eSG
まちづくり戦略
で示す将来像

現在

概ね明治以降の東京の埋立地を基本とし、
下記の道路より海側を対象エリアとする。

北側：放射16号（永代通り）

西側：首都高速都心環状線、
放射19号（旧海岸通り及び第一京浜）、
放射17号（産業道路）

[ ベイエリアの範囲 ]

50年・100年先において未来の都市像を実現するための
20年・30年先（2040年代）の将来像

2040年代の将来像を実現するために、
現在から実施すべき必要な取組

[ 将来像と取組 ]

013海と緑の環境に調和したサステナブルな次世代都市としてベイエリアを次なるステージへ
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2040年代の
ベイエリアの将来像
Future image of the Bay Area
in the 2040s
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気候危機への対応がスマートに埋め込まれ、
水辺と緑を生かす、ひとに快適な距離感が心地よい空間のイメージ

都市空間イメージの解説（キープラン）

❶ レストランや観光資源など、魅力ある水域の活用
❷ ひと中心の空間への再編による水際への
　アクセス・親水性の向上
❸ 開発機会も活用したみどりの質と量の充実
❹ 誰もが自由に移動できる回遊性を確保する
　 次世代モビリティなど、テクノロジーの実装
❺ 民間と協同した東京らしさを感じる空間の創出
　 （四季、建築、食、歴史、文化、風物詩）
❻ 建築物は、水辺を向いてにぎわいを創りつつ、
　 激甚化する風水害から命を守る備えとなる高さを確保

1

3
4

5
6

2
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2040年代のベイエリアの将来像 017



立体的な緑が充実した木造ビル群と、まちに溶け込む快適距離感で
にぎわいあふれるオープンスペースのイメージ

都市空間イメージの解説（キープラン）

❶ 周辺のまちとのつながりや、高さ・密度・四季の変化などに
　 配慮した質の高いみどりの充実
❷ 木質材を使用した建築物の誘導や立体的なみどりの
　 充実による都市の脱炭素化の推進
❸ ひとが心地よさを感じる程よい空間の創出、
　 目的地となるアクティビティの誘導
❹ 非接触パネル、自動配送ロボ、自動運転キッチンカーなど、
　 テクノロジーの実装
❺ 民間と協同した東京らしさを感じる空間の創出
　（四季、建築、食、歴史、文化、風物詩）

13 4
5

2
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2040年代のベイエリアの将来像 019



ライトアップやプロジェクションマッピングなどによる
ひとを惹きつける魅力ある夜の都市空間イメージ

都市空間イメージの解説（キープラン）

❶ 建物やみどりのライトアップによる魅力ある夜景の演出
❷ ウォータースクリーン・プロジェクションなど、
　 デジタルも活用した夜のにぎわいの創出
❸ 自動運転キッチンカーや野外コンサートなど、
　 ナイトライフの充実
❹ キャンプサイトなど、ひとが居心地のよい
　 安らぎある空間の創出
❺ 民間と協同した東京らしさを感じる空間の創出（食、風物詩）

1
3 4

5
2
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2040年代のベイエリアの将来像 021



未来の東京の実現に向けた
ベイエリアの将来像

質の高い緑と
魅力的な

水辺空間の形成

リスクにスマートに
対応する防災・減災
対策の推進

ひとと地球のための
デジタルと先端技術を
まちの隅 ま々で実装

にぎわい・交流・
イノベーションを生む世界から
選ばれるまちの実現

まちの魅力や活動の
基盤となる快適で多様な
移動手段の充実

戦 略

1
戦 略

2
戦 略

3
戦 略

4
戦 略

5

サステナブル・リカバリーの考え方に立脚した都市
［  将来像  ］

水辺と緑を生かした
ひとに調和した過ごしやすい
空間が広がり、人々を温かく
出迎え、感動を与える、

東京らしさの感じられる都市

快適で利便性の高い
都市機能や世界を魅了する景観の
中に、気候危機への対応が
スマートに埋め込まれている都市

世界から惹きつけた
人々の交流と多様な集積を源泉に、

常にイノベーションを
生み出していく

世界から選ばれる都市
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2040年代のベイエリアの将来像 023



文化に触れる

歴史に触れる

東京ならではを食す

東京らしさを感じられる空間のイメージ
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風物詩を体験する

東京を感じる
空間でお出迎え

0252040年代のベイエリアの将来像
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バックキャストで描く
ベイエリアの戦略
Bay Area Strategy Drawn
in Backcast
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質の高い緑と魅力的な
水辺空間の形成
自然を感じられ、
ゆとりと潤いのある都市へと進化する

リスクにスマートに対応する
防災・減災対策の推進　　　　　　
いかなる災害からも
都民を守る

ひとと地球のためのデジタルと
先端技術をまちの隅々まで実装
都民の生活の質が高まり、
都市の脱炭素化が実現する

戦 略

1
戦 略

2
戦 略

3

サステナブル・リカバリーの視点に立ち
将来像を実現するための戦略

本章では、誰もが夢と希望を持ち、豊かな生活を実感できる都市であり続けるために明るいベイエリアの将来像の一端を示します。
良質な住環境や既存施設にも配慮しつつ、東京の次なるステージの都市づくりをリードしていきます。

この戦略が関係する主なSDGs この戦略が関係する主なSDGs この戦略が関係する主なSDGs

この戦略に関係するゼロエミッション東京戦略の推進に資する取組 この戦略に関係するゼロエミッション東京戦略の推進に資する取組 この戦略に関係するゼロエミッション東京戦略の推進に資する取組

ZEV
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海上の研究施設イメージ

舟運の活性化（出典：官民連携チーム提案書）

にぎわい・交流・イノベーションを
生む世界から選ばれるまちの実現
多様な魅力に磨きをかけ
世界を魅了する

まちの魅力や活動の基盤となる
快適で多様な移動手段の充実
人やモノの自由な移動を支える
交通ネットワークを構築する

戦 略

4
戦 略

5

魅力ある水辺の空間整備
Barangaroo（シドニー）：レンドリース株式会社提供

グリーンインフラの護岸整備
Hunters Point South Park（ニューヨーク）

この戦略が関係する主なSDGs この戦略が関係する主なSDGs

この戦略に関係するゼロエミッション東京戦略の推進に資する取組

ZEV

バックキャストで描くベイエリアの戦略 029



戦 略

1
海の森公園

若洲
海浜公園

辰巳の森
海浜公園

東京港
野鳥公園

大井ふ頭
中央海浜公園

目指すべき将来像の実現に向け
本戦略に取り組む主な拠点

水と緑のネットワーク

大井

平和島

昭和島
京浜島

羽田
空港

城南島

中央
防波堤

浜松町
竹芝

新木場

勝どき

豊海町

新砂

品川

田町

北品川
天王洲

築地

台場
（臨海副都心）

青海
（臨海副都心）

晴海

有明
（臨海副都心）

月島

豊洲 辰巳
東雲

葛西
臨海公園
周辺

若洲

夢の島

中間
新駅拠点

門前仲町
八丁堀

茅場町

潮見

東陽町

有明
親水海浜
公園

お台場
海浜公園
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質の高い緑と魅力的な
水辺空間の形成

区分A：2030年までの実現を目指す取組（取組の特性により一部未着手・制度構築等を含む。）A

東京ベイeSGまちづくり戦略における主要施策 こども：小中高生へのWEBアンケートにおいて関心の高かったベイエリアへの希望や大切にしたいこと（メダルの数は関心の高さを表現）

区分B：2040年までの実現を目指す取組（取組の特性により一部未着手・制度構築等を含む。）B

区分C：中長期的な将来の実現を目指す取組C ※なお、区分A～Cは、事業進捗や状況変化により変更の可能性あり。

ゼロエミッション東京戦略の推進に資する取組T TOKYO FORWARD 東京2020大会の成果を未来につなぐ取組

主要施策

ZEV

水辺沿いの道路空間等は、人が回遊しやすい歩行者中心の空間
へ再編。シンボルプロムナード公園は、にぎわいとゆとりのある空間を創出
官民が連携し、道路、公園、オープンスペースと海に開かれた建物が一体的
に活用され、レストランやオープンカフェなどと合わせて、様々な過ごし方やライ
フスタイルを提案する魅力ある水辺空間の創出（臨海副都心など）

都市再生・沿道まちづくり等と連携し、
高速道路等の既存インフラの上部
空間を活用するなど、KK線の再生
によって創出されるみどりのネット
ワークと連続した空間形成により、 
都心とベイエリアを結ぶ歩行者中心
のみどりのネットワークを創出

A

B
都市計画公園などの拡充をはじめ、緑地、運河などを活用した水と緑のネット
ワークの形成 A

都市再生特別地区、都市開発諸制度の活用などによる生物多様性にも配
慮した緑やオープンスペースの創出 A

開発と合わせた屋上や壁面、中間階、バルコニー緑化により、自然
との共生を図り、省エネルギー効果のある立体的なみどり空間の充実 A

主要施策

主要施策

Barangaroo（シドニー）：レンドリース株式会社提供

［ 水辺と緑を生かしたひとを惹きつける魅力ある空間をつくる ］　　

ⓒ DBOX for Mori Building Co.

虎ノ門・麻布台プロジェクト

バックキャストで描くベイエリアの戦略 031



質の高い緑と魅力的な
水辺空間の形成1

大会時の仮設競技施設を活用した大会レガシーゾーンなど、都市型スポーツ
の場である有明アーバンスポーツパーク（仮称）を含め、大会の感動・記憶を
形に残し、広くスポーツに親しむ大会開催を記念する公園の整備

東京2020大会の競技会場周辺で散策ルートや水辺の親水空間が整備さ
れた都市環境が形成

海の森水上競技場及び海の森公園は、自動運転のモビリティや舟運などに
よるアクセス向上が図られ、ベイエリアの海と緑と都市を一望する壮大な景観
が眺められる新たなにぎわいの拠点として一体的に活用

A T

TT AA

［ 東京2020大会のレガシーを発展させ、水と緑に親しみ憩いと安らぎが感じられるまちを形成 ］

（海の森公園：令和6年度末工事完了予定）

拡大図

スケートボード

屋内ボルダリング棟

3×3 バスケットボール

有明アーバンスポーツパーク（仮称）大会レガシーゾーンのイメージ
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